
北方領土返還要求運動の
シンボルの花「千島桜」

広 報 ふくしま

Fukushima
知性を高め、文化を育て、学びあうまちをつくります。

2015

11

たくさん栗をひろったよ～！！

☆今月号の主な内容☆
■タウン情報ほか P 2

■新米町長の奮闘記 P 3

■町議会定例会9月第2回会議ほか P 4

■平成27年度上半期財政事情の公表 P 8

■マイナンバー通知カード・個人番号カードについて P 9

■国民年金のお知らせ P10

■新入園児・児童募集のお知らせ P11

■生涯学習コーナーほか P12

■小中高生の広場 P14

■農林かわら版 P16

■地域おこし協力隊のふくしま散歩 P17

■防災行政無線伝達訓練の実施ほか P18

■今月の行事予定 P19

■お知らせ　ほか P20

■ちびっこギャラリー ほか P23

■わが家のアイドルでーす ほか P24

10月6日（火）　千軒地区で認定保育園福島保育所児童の栗拾いの様子



会場が多くの人で賑わいました
町村合併60周年記念 第31回福島町カントリーフェスティバル

　10月４日（日）に青函トンネル記念館前で町村合併
60周年記念「第31回福島町カントリーフェスティバル」
が開催され、会場に大勢の来場者が訪れました。
　会場では、町内の農家や水産加工会社、福島商業高
校の生徒など様々な団体が出店し、特産品や新鮮な野
菜などが販売されました。
　今年も、漁業協同組合の協力をいただき、マグロの
解体ショーが行われ、解体されたクロマグロの特価販
売など、昨年同様で大盛況でした。
　また、会場内では様々なイベントが開催され、来場
者は楽しい秋の一日を満喫しておりました。

▲マグロの解体ショーの様子

北海道福島会の皆さんと福島町を宣伝してきました
北海道産直フェア

　10月２日（金）から４日（日）まで、東京・代々木
公園で北海道産直フェアが開催されました。
　これは北海道ふるさと連合会が主催する物産フェア
で、道内の自慢の味や観光のＰＲを行う一大イベント
です。
　ふるさと連合会では、24店舗が出店し、「北海道福
島会」も故郷を応援しようと福島町地場産業開発研究
会と連携を図りながら、福島町の特産品を販売しました。
　今年は、晴天にも恵まれ、たくさんの来場者があり、
売上目標を達成することができ、首都圏の皆さんに福
島町の特産品と故郷のＰＲを行うことができました。

▲協力していただいた北海道福島会の皆さんと記念撮影

上方芸人の漫才で楽しみました
NHK ラジオ番組「上方演芸会」公開録音

　10月16日（金）、福祉センターにおいて、町村合併
60周年記念としてNHKラジオ番組「上方演芸会」の
公開録音を行いました。
　当日は、大阪を拠点に活動する漫才師４組による漫
才などが行われ、会場の観覧者を笑いで包んでくれま
した。
　なお、今回、公開録音された内容は、11月29日（日）
と12月６日（日）の午後３時30分から午後３時55分に
ＮＨＫラジオ第１で放送が予定されております。

▲福島町の観光資源などをネタにした漫才を披露してくれました
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10
月
５
日
（
月
）
に
就
任

し
て
か
ら
慌
た
だ
し
く
、
近

隣
三
町
長
へ
の
挨
拶
回
り
、

そ
し
て
８
日（
木
）・９
日（
金
）

と
函
館
・
札
幌
方
面
の
官
庁

を
駆
け
足
で
は
あ
り
ま
す
が
、

挨
拶
回
り
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

特
に
道
庁
で
は
、
山
谷
副

知
事
は
じ
め
柴
田
教
育
長
、

竹
谷
監
査
委
員
な
ど
幹
部
の

方
々
と
名
刺
交
換
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
私
が
昭
和
60

年
に
研
修
で
一
緒
に
働
い
た

仲
間
が
道
庁
の
ど
真
ん
中
に

い
て
、
久
々
に
再
会
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
こ
れ
ら
の
方
々

が
、
福
島
町
の
応
援
団
と

な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

　

10
月
16
日
（
金
）
は
、
乙

部
町
で
開
催
さ
れ
た
南
北
海

道
市
町
村
連
絡
会
議
に
参
加

し
、
渡
島
・
桧
山
の
首
長
の

方
に
ご
挨
拶
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
自
己
紹
介
の
中
で
、

改
め
て
故
村
田
町
長
の
町
葬

の
お
礼
も
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
夜
は
合
併
60
周
年

記
念
事
業
の
一
つ
で
あ
り
ま

す
「
NHK
上
方
演
芸
会
」
で
、

主
催
者
と
し
て
挨
拶
を
し
、

町
民
の
皆
様
と
一
緒
に
上
方

漫
才
の
笑
い
と
話
術
を
堪
能

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｗ
ヤ
ン
グ
さ
ん
等
の

出
演
者
に
は
、
再
会
を
お
願

い
し
、
お
見
送
り
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
全
国
放
送
は
、
前

ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
が
、

２
週
に
わ
た
っ
て
全
国
に
横

綱
記
念
館
や
ト
ン
ネ
ル
記
念

館
な
ど
の
福
島
町
の
自
慢
の

施
設
や
名
産
を
情
報
と
し
て

発
信
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま

た
、
町
民
の
方
々
の
元
気
な

笑
い
声
が
ラ
ジ
オ
を
通
じ
て
、

故
郷
を
離
れ
て
都
会
で
暮
ら

す
方
々
へ
故
郷
便
り
と
し
て

届
け
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。

　

10
月
17
日
（
土
）
は
、
福

島
小
学
校
の
学
習
発
表
会
、

18
日
（
日
）
に
は
、
吉
岡
小

学
校
の
学
習
発
表
会
を
見
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

時
間
の
関
係
で
全
て
を
見

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
こ
の
度
は
、
吉
岡
小

学
校
で
の
感
想
を
述
べ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

テ
ー
マ
が
「
真
剣
に
取
り

組
む
、
美
し
く
響
か
せ
る
～

31
人
で
つ
く
る
吉
岡
小
学
校

発
表
会
」
で
、
特
に
感
激
し

た
の
は
、５
・
６
年
生
の
「
千

本
桜
」ほ
か
の
音
楽
で
し
た
。

「
千
本
桜
」
と
い
う
歌
は
、

後
で
調
べ
ま
し
た
ら
初
音
ミ

ク
さ
ん
の
歌
で
、
今
、
大
変

若
者
を
中
心
に
ブ
ー
ム
に

な
っ
て
い
る
も
の
で
し
た
。

ま
た
、
２
曲
目
が
赤
い
風
船

の
「
翼
を
く
だ
さ
い
」
と
い

う
曲
で
、
青
春
時
代
に
謳
歌

し
た
曲
で
、
懐
か
し
く
聞
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会

場
か
ら
は
、
ア
ン
コ
ー
ル
の

声
も
あ
り
、
指
揮
す
る
先
生

の
子
供
た
ち
を
見
守
る
優
し

い
笑
顔
、
そ
し
て
そ
れ
に
真

剣
に
答
え
る
子
供
達
の
輝
く

瞳
に
、
感
動
で
胸
が
熱
く
な

る
思
い
が
し
、
指
導
さ
れ
た

先
生
方
の
ご
苦
労
に
感
謝
、

感
謝
で
す
。

　

そ
し
て
、
休
憩
前
が
全
校

生
徒
に
よ
る
校
歌
の
合
唱
で

し
た
が
、
体
育
館
全
体
に
響

き
渡
る
子
供
た
ち
の
澄
ん
だ

声
と
、
会
場
の
お
母
さ
ん
た

ち
の
歌
声
が
一
体
と
な
り
、

大
変
す
ば
ら
し
い
取
り
組
み

だ
と
感
じ
、
テ
ー
マ
の
「
真

剣
に
取
り
組
む
、
美
し
く
響

か
せ
る
」
が
私
の
心
に
響
き

ま
し
た
。

　

吉
岡
の
小
学
校
が
地
域
に

愛
さ
れ
、
地
域
の
皆
様
に
育

て
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感

し
ま
し
た
。

　

私
は
、
こ
の
31
人
の
子
供

た
ち
か
ら
福
島
商
業
高
校
存

続
の
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

小
さ
く
て
も
キ
ラ
リ
輝
き

を
放
て
ば
、
人
数
の
問
題
で

は
な
く
、
高
校
も
光
り
輝
く

魅
力
を
鎧
に
す
れ
ば
、
存
続

の
道
は
自
ず
と
開
か
れ
る
も

の
と
確
信
し
ま
す
。

～元気で笑顔のあふれる福島町を実現するために～
【両小学校の学習発表会を見て】

新 米 町 長 の 奮 闘 記創刊号
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平
成
27
年
度
町
議
会
定
例
会
９

月
第
２
回
会
議
は
、
９
月
15
日

（
火
）
か
ら
９
月
18
日
（
金
）
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
行
政
報
告
、
一
般

質
問
の
あ
と
、
議
案
14
件
、
報
告

３
件
、
認
定
６
件
、
発
委
２
件
が

審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

▼
一
般
質
問
▲

　

１
名
の
議
員
が
、
次
の
項
目
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

・�「
学
校
図
書
館
整
備
５
カ
年
計

画
」
の
地
方
財
政
措
置
に
つ
い

て
▼
条
例
の
改
正
▲

●�

災
害
対
策
基
本
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関

係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　

法
律
改
正
に
対
応
し
た
関
連
条

例
の
一
部
改
正
に
改
正
漏
れ
が
判

明
し
た
の
で
、
条
例
の
一
部
を
改

正
し
ま
し
た
。

●�

福
島
町
個
人
情
報
保
護
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　

番
号
法
の
施
行
に
伴
い
、
特
定

個
人
情
報
の
適
正
な
取
扱
い
を
図

る
た
め
に
条
例
の
一
部
を
改
正
し

ま
し
た
。

●�

福
島
町
手
数
料
徴
収
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

　

番
号
法
に
基
づ
き
交
付
す
る
通

知
カ
ー
ド
及
び
個
人
番
号
カ
ー
ド

の
再
交
付
に
係
る
手
数
料
を
制
定

す
る
た
め
条
例
の
一
部
を
改
正
し

ま
し
た
。

▼
計
画
等
の
変
更
▲

●�

第
４
次
福
島
町
総
合
計
画
の
変

更
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
度
定
例
会
３
月
第
２

回
会
議
に
お
い
て
議
決
さ
れ
た
本

計
画
に
つ
い
て
、
事
業
の
内
容
等

に
変
更
が
生
じ
た
た
め
後
期
実
施

計
画
の
内
容
を
変
更
し
ま
し
た
。

●�

北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当

組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

構
成
団
体
に
組
織
の
解
散
等
に

伴
う
脱
退
や
加
入
団
体
が
生
じ
た

の
で
、
書
式
変
更
と
と
も
に
規
約

の
一
部
を
変
更
し
ま
し
た
。

●�

北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合

規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

構
成
団
体
に
組
織
の
解
散
等
に

伴
う
脱
退
や
加
入
団
体
が
生
じ
た

の
で
、
規
約
の
一
部
を
変
更
し
ま

し
た
。

●�

北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務
災

害
補
償
等
組
合
規
約
の
変
更
に

つ
い
て

　

文
言
整
理
や
構
成
団
体
に
組
織

の
解
散
等
に
伴
う
脱
退
や
加
入
団

体
が
生
じ
た
の
で
、
規
約
の
一
部

を
変
更
し
ま
し
た
。

●�

財
産
処
分
の
議
決
変
更
に
つ
い

て

　

吉
岡
砕
石
工
業
㈱
と
の
原
石
売

り
払
い
契
約
の
財
産
処
分
場
所
の

地
番
の
追
加
と
訂
正
を
行
い
ま
し

た
。

▼
補
正
予
算
▲

●
平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
６
号
・
第
７
号
）

　

補
正
第
６
号
で
１
億
１
千
664
万

３
千
円
、
補
正
第
７
号
で
21
万
４

千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
40
億
６
千
372
万
７
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

●�

平
成
27
年
度
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

総
額
で
１
千
55
万
５
千
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
10
億

３
千
523
万
５
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

●�

平
成
27
年
度
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

保
険
事
業
勘
定
の
総
額
に
３
千

202
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
６
億
３
千
３
万
５
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

●�

平
成
27
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

総
額
で
51
万
３
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
千
218
万
９

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

●�

平
成
27
年
度
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

　

水
道
事
業
費
用
の
営
業
費
用
を

139
万
８
千
円
を
減
額
し
、
資
本
的

収
入
及
び
支
出
に
26
万
２
千
円
を

追
加
し
ま
し
た
。

▼
報
告
▲

●�

福
島
町
一
般
質
問
等
答
弁
事
項

進
捗
状
況
調
査
の
報
告
に
つ
い

て

　

福
島
町
議
会
一
般
質
問
等
答
弁

事
項
進
捗
状
況
調
査
実
施
要
綱
第

５
条
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
27
年

９
月
１
日
現
在
の
進
捗
状
況
を
６

ペ
ー
ジ
か
ら
７
ペ
ー
ジ
の
と
お
り

報
告
し
ま
し
た
。

●�

平
成
26
年
度
福
島
町
財
政
健
全

化
判
断
比
率
の
報
告
に
つ
い
て

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
平

成
26
年
度
決
算
の
「
健
全
化
判
断

比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
」
に
つ

い
て
、
次
の
と
お
り
報
告
し
ま
し

た
。

町
議
会
定
例
会

（
９
月
第
２
回
会
議
）

区　　分 健全化判断比率 早期健全化基準 財政再生基準
実 質 赤 字 比 率 ― 　１５．０ ２０．０
連結実質赤字比率 ― 　２０．０ ３０．０
実 質 公 債 費 比 率 ９．２ 　２５．０ ３５．０
将 来 負 担 比 率 ― ３５０．０

会　　計　　名 資金不足比率 経営健全化比率
浄 化 槽 整 備 特 別 会 計 － ２０．０
水 道 事 業 会 計 － ２０．０

資金不足比率

健全化判断比率

※赤字額がないため、実質赤字比率と連結実質赤字比率は「－」と表示しています。

※資金不足比率は、資金不足額がないため「－」と表示しています。

（単位：％）

（単位：％）
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●�

平
成
26
年
度
教
育
に
関
す
る
事

務
の
管
理
及
び
執
行
状
況
の
点

検
及
び
評
価
に
関
す
る
報
告
に

つ
い
て

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運

営
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
平

成
26
年
度
の
「
福
島
町
教
育
委
員

会
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
管
理

及
び
執
行
状
況
の
点
検
及
び
評
価

に
関
す
る
報
告
書
」
に
つ
い
て
報

告
し
ま
し
た
。

▼
決
算
認
定
▲

●�

平
成
26
年
度
各
会
計
決
算
認
定

に
つ
い
て

　

平
成
26
年
度
の
各
会
計
決
算
は

「
決
算
審
査
特
別
委
員
会
」
で
審

議
さ
れ
た
あ
と
、
本
会
議
で
報
告

さ
れ
、
原
案
ど
お
り
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

各
会
計
の
決
算
は
下
記
の
と
お

り
で
す
。

基
づ
き
、
住
民
福
祉
の
増
進
を
図

る
た
め
、
福
島
町
ま
ち
づ
く
り
基

本
条
例
の
理
念
で
あ
る
「
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
遵
守
し
、

ま
ち
づ
く
り
の
主
役
で
あ
る
町
民

と
、
町
民
か
ら
経
営
を
負
託
さ
れ

た
議
会
、行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、

「
元
気
で
笑
顔
の
あ
ふ
れ
る
福
島

町
」
を
実
現
す
る
た
め
、「
公
正
」

か
つ
「
公
平
」
を
原
点
に
町
政
の

執
行
に
あ
た
る
と
と
も
に
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
に
あ
た
っ
て
は
「
や
さ

し
さ
」
と
「
思
い
や
り
を
も
っ
て
、

誠
実
に
職
務
を
遂
行
す
る
こ
と
を

誓
い
ま
す
。

※�

所
信
表
明
も
行
わ
れ
ま
し
た
が

平
成
27
年
10
月
16
日
発
行
の
広

報
ふ
く
し
ま
臨
時
特
集
号
で
お

知
ら
せ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
の
で
、
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
町
議
会
定
例
会
10

月
第
２
回
会
議
は
、
10
月
21
日

（
水
）
に
開
催
さ
れ
、
同
意
３
件

が
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
同
意

さ
れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。
※
（　

）
は
、

年
齢
で
す
。

▼
発
委
▲

▽�

福
島
町
議
会
会
議
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

▽�

林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産
業

化
に
向
け
た
施
策
の
充
実
・
強

化
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に

つ
い
て

　

平
成
27
年
度
町
議
会
定
例
会
10

月
会
議
は
、
10
月
５
日
（
月
）
に

開
催
さ
れ
、
福
島
町
ま
ち
づ
く
り

基
本
条
例
第
15
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
町
長
就
任
時
の
宣
誓
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

宣
誓
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
町
長
の
宣
誓
に
つ
い
て
▲

　

私
は
、
地
方
自
治
法
の
本
旨
に

平成26年度会計別決算総括表 （単位 : 千円）

区　　分 一般会計 国保会計
介護保険会計

後期高齢
会計

浄化槽整備
会計 総　計保険事業

勘　　定
サービス
事業勘定

歳 入 歳 出
予  算  額 4,102,083 929,512 609,876 3,753 62,376 42,658 5,750,258

決 算 額

歳 入 4,039,592 954,280 612,180 2,536 61,767 42,395 5,712,750

歳 出 3,954,284 851,790 580,124 2,536 61,253 42,395 5,492,382

差 引 85,308 102,490 32,056 0 514 0 220,368

平成26年度水道会計 （単位 : 千円）

区　　分 予算額 決算額

収益的収入 122,472 123,049

収益的支出 95,898 93,550

差引利益額 26,574 29,499

資本的収入 0 0

資本的支出 27,292 27,283

差引不足額 27,292 27,283

町
議
会
定
例
会

（
10
月
会
議
）

町
議
会
定
例
会

（
10
月
第
２
回
会
議
）

▼ 

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

い
て
▲

　

氏
名　

平ひ
ら

沼ぬ
ま　

竜り
ゅ
う

平へ
い

（
51
歳
）

▼
副
町
長
の
選
任
に
つ
い
て
▲

　

氏
名　

髙た
か

木ぎ　
　

壽ひ
さ
し

（
65
歳
）

※�

副
町
長
の
紹
介
は
、
12
月
広
報

で
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
▲

　

氏
名　

木き

村む
ら　
　

隆た
か
し

（
36
歳
）
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■■福島町議会一般質問等答弁事項進捗状況調査の報告（平成２７年９月1日現在）

整理番号 1 議員名 熊野　茂夫 対応・進捗状況 実施不可

質 問 要 旨
【機構と職員定数関係】
　職員定数の減や庁舎内の連携不足の問題を抱え第５次総合計画を本年７月までにまとめる予定。限られた職員数の
中で最大の仕事をしないといけない状況。業務量の判断を見誤ると全体が滞る心配がある。

取り組み状況

　７月１０日（金）、課長補佐職等で組織した第１回機構再編検討委員会を開催しました。
　なお、特別職との意見交換は、諸般の事情により次回以降としました。
　議題　①各課調査結果の報告について　②正副委員長の互選について　③今後のスケジュールについて
※８月１５日に町長が失職しましたので、当該調査は終了いたします。

整理番号 2 議員名 熊野　茂夫 対応・進捗状況 対応中

質 問 要 旨
【合併60周年記念事業の庁舎内議論を】
　合併６０周年に関しての、式典も含め色々な事について（計画立案、予算化）の議論は、庁舎内の職員の
きちんとした共通認識の下に、これをテーマとして行ったのか。

取り組み状況

①�８月２０日（木）、管理職会議を開催し、各課提出の感謝状贈呈者を決定し、９月会議において報償費を補正計上
しました。��
　感謝状贈呈者9人（個人3人、団体6団体）　補正計上額165千円（@15千円×11人分、杉材額及び記念品）
②１０月１６日（金）にＮＨＫ公開ラジオ番組「上方演芸会」を開催します。
　なお、観覧の申込方法等については、９月号広報でお知らせしております。
※来年３月予定の記念式典については、８月１５日に町長が失職しましたので、改めて検討いたします。

整理番号 3 議員名 川村　明雄 対応・進捗状況 対応中

質 問 要 旨
【館崎遺跡に関する町民への報告講演開催】
①本事業の関係者による町民への報告講演開催。
②皆で縄文文化を考える講座の開催を検討してはどうか。

取り組み状況
　平成２７年５月２１日に開催された総務教育常任委員会（町内埋蔵文化財等の活用方法等について）において、平
成２８年度以降の「館崎遺跡等に関するフォーラムの検討」を説明しております。
※６月会議の報告内容に変更ありません。

整理番号 4 議員名 川村　明雄 対応・進捗状況 対応中

質 問 要 旨【スキーの再普及の提案】知内町の施設利用による子どもから大人までの、ウインタースポーツ（スキー）の再普及を提案する。

取り組み状況
　平成２７年３月、知内町教育委員会と協議し、今年度の児童スキー教室実施を協議しております。
　また、今後の渡島西部４町の共同事業としての可能性も意見交換したところです。
※６月会議の報告内容に変更ありません。

整理番号 5 議員名 溝部　幸基 対応・進捗状況 実施不可

質 問 要 旨
【土地開発基金の廃止】
　土地開発基金を設置したときの考え方（状況）と現在の状況は全く違ってきているのではないか。取得済みの土地
もそのままの状態になっている。基金を廃止すべきではないか。

取り組み状況

　三岳団地改良住宅建替用地の確保に向けて、候補地の地権者に用地売却の意向を確認中です。
　地権者の意向が確認でき次第、議会と協議しながら、土地開発基金条例を廃止して、用地取得の財源とする方向で
検討しております。
※６月会議の報告内容に変更ありません。
※８月１５日に町長が失職しましたので、当該調査は終了いたします。

整理番号 6 議員名 溝部　幸基 対応・進捗状況 対応中

質 問 要 旨
【吉岡支所業務と吉岡総合センターの管理運営】
　吉岡総合センターに支所も入ることになる。今後、総合センターの運営に関しては、運営協議会のような形でソフ
ト展開や利活用方策を考えていると思うので、その内容を確認したい。

取り組み状況

　５月８日（金）、吉岡地区の町内会長に対して、吉岡総合センターの利用及び要望のアンケートを実施しました。（５
月２９日回収）
　総合センターの運営及びソフト展開については、協議会等の組織は設置せず、吉岡地区町内会及び役場全部署と協
議しながら、利活用を進めることとしております。
※６月会議の報告内容に変更ありません。
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整理番号 ７ 議員名 木村　隆 対応・進捗状況 実施不可

質 問 要 旨

【福島町地域材活用住宅助成事業の検討】
　当初、地域材活用住宅助成事業は平成27年からの実施を計画していたはずである。しかし、計画を１年延ばして平
成28年に変更しています。本年度、どのように検討していくのか。町長の意気込みが伝わってきません。北海道から
の派遣職員も含めて、積極的に取り組んではどうか。

取り組み状況

　地域材を活用した住宅建設の助成制度について、本年２月９日に福島町建設協会との意見交換会を実施、また、４
月27日開催の林業振興協議会において制度創設の取り組み状況を説明し、現在は、森林組合と木材の流通経路確立に
向けた協議を進めております。また、定住促進住宅等奨励事業等、他の補助制度との連携についても、関係課と調整
を進めている状況であります。
※６月会議の報告内容に変更ありません。
※８月１５日に町長が失職しましたので、当該調査は終了いたします。

整理番号 ８ 議員名 平沼　昌平 対応・進捗状況 対応中

質 問 要 旨
【教育費・校歌のCD化について】
　各学校校歌のＣＤ化に取り組む姿勢はあるのか。時間的なことも含めて確認したい。ＣＤ ( 校歌）の提供により、
福島町を離れている札幌及び北海道福島会会員等の郷土愛がより深まることも期待できると思います。

取り組み状況
　閉校した学校（５校）の校歌については、提供を受けた音源等に基づき、楽譜起こしが終了し、既存の楽譜との照
合も終わっております。
　今後は、児童生徒による校歌の斉唱を録音する予定となっており、１２月の完成を目途としています。

整理番号 ９ 議員名 溝部　幸基 対応・進捗状況 対応中

質 問 要 旨

【歳入・留保財源の考え方について】
　町はこれまで、補正財源の留保は主に交付税で措置し、交付税額が決定しても、全額を予算化することなく、補正
額に合わせて交付税を補正財源とする方法をとっております。本来、交付税を留保財源とする想定は無く、地方の固
有財源である主旨から、財源調整は、町税、財政調整基金を以って対応し、交付税は決定した段階で全額予算化し、
その額を議会及び町民に示すべきと考えます。初めての議論ではあるが、H27年度の交付税が確定した段階で整理す
る考えはないか。

取り組み状況
　平成２７年７月２４日に本年度の普通交付税が決定されましたので、定例会９月第２回会議に決定額を補正計上し
ております。
　今後の予算補正の財源調整については、財政調整基金繰入金又は、町民税（個人）で対応することとします。

整理番号 10 議員名 川村　明雄 対応・進捗状況 実施不可

質 問 要 旨
【水道料金の見直しについて】
　昨年の９月会議における水道料金（営業用）の改定についての一般質問に対して、町長から全体の料金体系の見直
しを検討するとの答弁をいただいています。町長は、このことについて担当課に対しどのように指示しているのか。

取り組み状況

　人口減少に伴い、年々給水収益が減少傾向にありますが、現在は安定した経営状況であり、福島町総合計画前期実
施計画期間内での料金改定は必要ないものと考えております。しかし、現行の料金体系決定時と比べ町民の生活様式
が変化しているため、次期、料金改定に併せて料金体系の見直しを行ってまいります。
※６月会議の報告内容に変更ありません。
※８月１５日に町長が失職しましたので、当該調査は終了いたします。

整理番号 11 議員名 平沼　昌平 対応・進捗状況 実施不可

質 問 要 旨【文化財保護費の旅費補正について】　これまで町内で出土した遺跡の保存展示等の進めたい方向性をどのように考えているのか。

取り組み状況

　平成２７年４月、教育委員、社会教育委員、文化財調査委員等１１名による北海道埋蔵文化財センター等の視察を
実施しました。帰町後、教育委員協議会、社会教育委員会議、文化財調査委員会議を開催し、各委員から意見をいた
だいた上で、平成２７年５月２１日開催の総務教育常任委員会（町内埋蔵文化財等の活用方法等について）に
おいて、展示や活用、保管計画等について提案したところです。
※６月会議の報告内容に変更ありません。
※８月１５日に町長が失職しましたので、当該調査は終了いたします。

９
月
風
呂
の
日
の
当
選
者

松
　
浦
　
澤
田
　
壽
美
　
さ
ん

宮
　
歌
　
棟
方
　
知
子
　
さ
ん

白
　
符
　
佐
々
木
洋
二
　
さ
ん

館
　
古
　
古
村
　
道
博
　
さ
ん

福
　
島
　
久
田
て
つ
ゑ
　
さ
ん

月
　
崎
　
石
岡
　
大
河
　
さ
ん

三
　
岳
　
金
澤
　
安
治
　
さ
ん

松
前
町
　
可
香
　
文
江
　
さ
ん

松
前
町
　
村
本
　
京
也
　
さ
ん

札
幌
市
　
藤
井
千
恵
美
　
さ
ん

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

吉岡温泉だより

11月の風呂の日
温泉で心も体もリフレッシュ！

風呂の日は、ちょっと得した気分！
家族みんなで、温泉へ出かけましょう！

●サービスカードのスタンプを１個サービス！
●抽選により回数券を１０組プレゼント！

26日 （木）
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平成27年度 上 半 期 財 政 事 情 の 公 表
　上半期財政事情は、町民の皆様に町の財政がどのように運営されているかを広く知っていただくため
に作成した資料です。今回は平成２７年４月から平成２７年９月末現在における予算、町債の状況等を
町条例の規定に基づき公表するものです。

一般会計 国民健康保険
特��別��会��計

介護保険特別会計
保 険 事 業 勘 定

介護保険特別会計
サービス事業勘定

後期高齢者医療
特 別 会 計

浄 化 槽 整 備
特 別 会 計 水道会計

40億6,373万円 10億3,524万円 6億3,004万円 346万円 6,219万円 4,843万円 1億4,197万円

平成27年９月末現在

一般会計予算歳入歳出の内訳59億8,506万円
各会計予算総額

１人当たり １世帯当たり

※人口と世帯数は平成27年９月末現在の住民基本台帳による。 

入ってくるお金
地方交付税

1,949,676千円(48%)

83％

17％

道支出金
286,487千円（7%）

地方譲与税等
100,039千円（3%）

町　債
835,149千円(21%)

町　税
367,671千円
（9％）

使用料及び手数料
88,727千円（2%）

その他
256,831千円(6%)

国庫支出金
179,150千円（4%）

40億6,373万円

出 て い く お 金

78％

22％ 人件費
660,490千円（16%）

補助費等
668,879千円（22%）

公債費
556,226千円（15％）

物件費
596,204千円（15%）

積立金
73,992千円（1%）

維持補修費外
619,106千円（17％）

普通建設事業 
888,830千円（22%）

40億6,373万円

１年間に使われるお金と町民負担

使われるお金 890,973円
負担する税金 80,612円

使われるお金 1,804,498円
負担する税金 163,264円

4,561人 2,252世帯

世帯数

平成26年度末現在

町有財産の状況
種　　　　類 数量・金額

建 物 65,047㎡
土 地 2,296,060㎡
山 林 12,586,159㎡

立木の推定蓄積量 191,256㎥
出 資 金 等 23,829千円

町 債 の 状 況

平成26年度末現在

平成26年度末現在

借　入　先　別 現　在　高
財 政 融 資 資 金（ 財 務 省 ） 2,463,303千円
旧 日 本 郵 政 公 社 714,761千円
地 方 公 共 団 体 金 融 機 構 461,362千円
銀 行 等 801,178千円
市 町 村 共 済 組 合 ほ か 181,783千円
　　 合　　　　 計� ①　　 4,622,387千円
上記のうち、�国が負担する分
�（地方交付税算入）�② 2,940,405千円 63.6%

実 � 質 � 負 � 担 � 額
①－② 1,681,982千円 36.4%

一 般 会 計 債 4,442,688千円
企業債（水道事業） 179,699千円

基 金 の 状 況
基　　金　　名 現　在　高

財 政 調 整 基 金 1,710,032千円
減 債 基 金 27,006千円
小 笠 原 実 奨 学 基 金 9,445千円
花 田 俊 勝 奨 学 基 金 16,666千円
ふ る さ と 応 援 基 金 21,582千円
過疎地域自立促進特別事業基金 25,807千円
公 共 施 設 維 持 保 全 基 金 239,759千円
国 民 健 康 保 険 事 業 基 金 38,048千円
介 護 給 付 費 準 備 基 金 33,400千円

合　　　　　計 2,121,745千円

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
が
他
の
人
に
漏
れ

た
ら
、
簡
単
に
不
正
利
用
で
き
る
の
で
す
か
？
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　マイナンバー制度には、最初に住民全員が取得する「通知カード」と、申請手続きを行うことで取得できる
「個人番号カード」という２種類のカードがあります。

【通知カード】
　通知カードは、紙製のカードで、住民にマイナンバー（個
人番号）をお知らせするものです。
　券面には住民票に登録されている「氏名」「住所」「生年月
日」「性別」と「マイナンバー（個人番号）」等が記載されて
います。有効期限はありません。
　個人番号カードを取得する際に、通知カードは市町村へ返
納することになります。
≪どんな時に使うの？≫
　行政機関の窓口等でマイナンバー（個人番号）を求められ
た際に利用可能です。
　ただし、通知カードは身分証明書としての効力を持ってい
ないため、本人確認を行うために運転免許証等が必要となり
ます。

【個人番号カード】
　個人番号カードは、プラスチック製の IC チップ付カー
ドで券面に氏名、住所、生年月日、性別、マイナンバー（個
人番号）と本人の顔写真等が表示されます。有効期限は、
２０歳未満は５年、２０歳以上は１０年となっています。
個人番号カードを取得するためには、通知カードと一緒に
届く申請書を利用し、申請手続きを行う必要があります。
初回の取得手数料は当面の間、無料です。
≪どんな時に使うの？≫
　通知カードと同じく、マイナンバーを求められた際に利
用できるほか、本人確認のための身分証明書として利用で
き e-Tax 等の電子証明書を利用した電子申請等、様々な
サービスにもご利用いただけます。

マイナンバー通知カード・個人番号カードについて

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
が
他
の
人
に
漏
れ

た
ら
、
簡
単
に
不
正
利
用
で
き
る
の
で
す
か
？

　
「
通
知
カ
ー
ド
」
や
、「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
を
無

く
し
た
場
合
は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
す
か
？

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
必
要
な
手
続
き
で
は
、
必
ず
免
許

証
な
ど
で
本
人
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
と

法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
だ
け
を
知
っ
た
と
し
て

も
不
正
利
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

代
理
の
場
合
は
、
委
任
状
な
ど
の
代
理
権
の
確
認
と

運
転
免
許
証
な
ど
に
よ
る
身
元
確
認
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

　

無
く
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
個
人
番
号

カ
ー
ド
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
一

時
利
用
停
止
に
つ
い
て
は
24
時
間
365
日
体
制
で
受
付
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

再
発
行
が
必
要
な
場
合
は
、
役
場
で
の
手
続
き
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
再
発
行
に
は
手
数
料
が
か
か
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

通
知
カ
ー
ド
も
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
も
免
許
証
な
ど

と
同
じ
よ
う
に
と
て
も
大
切
な
個
人
情
報
で
す
。　
　

絶
対
に
無
く
さ
な
い
よ
う
取
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

マイナンバー（個人番号）確認
　通知カード　または
　住民票（マイナンバー付き）

身元確認
　運転免許証 or パスポートなど

＋

個人番号カードコールセンター
（カードに関すること）
0570-783-578　24時間365日対応
0570-064-738　（外国語対応）

マイナンバーコールセンター（制度に関すること）
0570-20-0178　平日9：30～17：30（土日祝日等除く）
0570-20-0291（外国語対応）
※平成27年10月～平成28年3月は22時まで対応

問い合わせ先 住民生活課戸籍年金係 ☎47-468１
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国 のお知らせ民 年 金

　函館年金事務所による年金相談は『予約制』のため、相談日の３日前までに相談
したい内容を役場住民生活課戸籍年金係（☎47-4681）へ電話でお申し込み下さい。

場所　福島町役場　　　　時間　午前10時～12時・午後1時～3時

次回の年金相談日のお知らせ

11月11日㈬

問い合わせ先 住民生活課戸籍年金係 ☎４７－４６８１

　日本年金機構では１１月を『ねんきん月間』と位置づけ、函館年金事務所ではねんきんネットの

普及や国民年金保険料の収納に向けた取り組みを強化しています。お時間のある方は、この機会に

ご自身の国民年金保険料の納付状況を再度確認されるようお願いします。

※免除制度について
・�一部免除の承認を受けた方は、免除額を差し引いた残りの保険料を納付しないと未納と同じ扱いになります。
・�会社勤めだった方が離職した場合、本人の前年所得を０円として計算する特例制度があります。
　（手続きには、ハローワークから発行される「雇用保険受給資格者証」が必要です）
・�学生の方は保険料の納付を猶予する学生納付特例制度があります。
・�３０歳未満の方については若年者の保険料の納付を猶予する若年者納付猶予制度があります。
・�学生納付特例制度、若年者の納付猶予制度については、６５歳から受給できる老齢年金額には反映されませ
んが、老齢年金、遺族年金、障害年金などを受けるために必要な受給資格期間としては反映されますので、
納める事が難しいからと放置せず、是非お手続きをお願いします。

１１月は『ねんきん月間』です。

問．�国民年金保険料は、いつまでに
納めなくてはなりませんか？

答．�保険料の納付期限は翌月末です。
※�納付期限を過ぎても期日から２年間は納付でき
ますが、それ以上経過すると時効消滅してしま
います。期限内に納めましょう。

答．�将来、自分自身の年金が受けられない場合が
ある他、何らかの障害を負った際に障害年金
を受けられなかったり、亡くなった際に遺族
が遺族年金を受けられない場合もあります。

答．�保険料の納付を全部または一部を免除する制
度があります。

問．�保険料を納めていない期間が長
くなるとどうなりますか？

問．�保険料を納める事が難しい時は
どうしたら良いですか？

〔　〕10

―広報ふくしま　11月号―



●�学校法人福島キリスト学園
福島幼稚園
●認定こども園福島保育所
●福島学童保育

平成28年度
新入園児や児童を募集します
●学校法人福島キリスト教学園　福島幼稚園
　�福島幼稚園では、平成28年度に入園を希望する児童を次
のとおり募集します。
募集期間
　【入園願書配布】　11月１日（日）午後２時～
　【入園願書受付】　11月30日（月）午後２時～
募集対象
　３歳児・４歳児・５歳児（満３歳児はいつでも入園可能）
延長保育（預かり保育）
　働くお母さんや急用でやむなく保育時間が過ぎる方のた
めに午後５時まで延長保育（預かり保育）を実施してい
ます。夏・冬休み、土曜日の預かりも相談に応じます。

保 育 料
　①入園料（入園願書提出時）　２万円
　②保育料　月額１万3,000円（このほか冬期暖房費、行

事費、用品代がかかります。）
保育料の補助
　保護者の所得により、保育料補助を受けることができま
す。第２子、第３子と支給率は異なりますが、本年度在
園児は全員が受給しています。（平成27年度受給額6万
2,200円～18万2,000円）
申し込み・問い合わせ先
　福島幼稚園　☎47-2233
　ホームページ　http://www.fukushima-christ.com/

●福島学童保育
　福島学童保育では、平成28年度に入所を希望する学童を
次のとおり募集します。
募集期間
　11月２日（月）～20日（金）
募集対象
　小学校６年生までの学童
　保護者が就労等により放課後における保育を必要とする
学童が対象となります。
入所定員　３０名

保育時間
　○学校の授業がある日　放課後～午後６時
　○夏休み・冬休み等　　午前８時～午後６時
保 育 料
　①保育料　　月額3,000円
　②おやつ代　　〃1,000円

申し込み・問い合わせ先
住民生活課住民生活係　☎47-4681
※入所申請に必要な書類は役場及び吉岡支所にあります。

●認定こども園福島保育所
　認定こども園福島保育所では、平成28年度に入所を希望
する児童を次のとおり募集します。
募集期間
　11月２日（月）～20日（金）
募集対象
　①保育部門
　　０歳児（概ね11ヶ月以上）～５歳児
　　�保護者が働いているなど「保育を必要とする」条件を

備えている児童が対象となります。
　②教育部門
　　３歳児（４月１日現在の満年齢）～５歳児
　　「保育を必要とする」等の条件は不要です。
入所定員
　①保育部門　４０名
　②教育部門　２０名

保育利用時間（午前７時30分～午後６時30分）
　①保育部門
　　８時間保育　午前８：００～午後４：００
　　11時間保育　午前７：３０～午後６：３０
　②教育部門　　午前８：００～午後１：００
　保育部門の要件を満たさないが、急用等により預かり保
育が必要な場合は、午後４時まで保育します。
保 育 料
　保護者の町民税所得割課税額、入園を希望する児童の年
齢を基準に算出されます。

申し込み・問い合わせ先
　福島保育所　☎47-3440
　住民生活課住民生活係　☎47-4681
　※�入所申請に必要な書類は福島保育所、役場及び吉岡支

所にあります。
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文
化
祭
実
行
委
員
会
主
催

の
「
町
民
文
化
祭
」
を
、
11

月
14
日
（
土
）・
15
日
（
日
）

の
２
日
間
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

開
催
い
た
し
ま
す
。

　

14
日
は
、
午
前
９
時
30
分

か
ら
午
後
７
時
ま
で
、
15
日

は
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
５

時
ま
で
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

小
さ
な
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
が
心
を
こ
め
て
作
っ

た
展
示
作
品
や
、
こ
の
日
の

た
め
に
練
習
を
重
ね
た
舞
台

催
事
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
家
族
揃
っ
て
の
来
場
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
主
な
催
し
等
の
詳

細
に
つ
い
て
は
別
途
配
布
す

る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
文
化
財
一
般
公
開

11
月
27
日（
金
）・
28
日（
土
）

場
所
：
福
祉
セ
ン
タ
ー

☆
11
月
の
行
事
予
定

高
齢
者
学
級

町
民
文
化
祭

各

種

生

活

講

座

　

10
月
５
日
（
月
）・
７
日

（
水
）・
９
日
（
金
）
の
３
日

間
、
今
年
２
回
目
と
な
る
英

会
話
講
座
を
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
の
ジ
ョ
ン
先
生
・
ロ

バ
ー
ト
先
生
の
日
本
語
や

ジ
ョ
ー
ク
を
交
え
な
が
ら
の

英
会
話
講
座
は
、
初
心
者
に

も
や
さ
し
く
、
参
加
し
た
小

学
生
や
高
校
生
に
も
非
常
に

好
評
で
し
た
。

　

次
回
の
開
催
に
向
け
て
、

日
常
的
に
よ
く
使
わ
れ
る
会

話
や
、
英
語
を
使
っ
た
ゲ
ー

ム
な
ど
も
と
り
入
れ
た
い
と

　

10
月
10
日
（
土
）、
旧
千

軒
駅
周
辺
で
秋
の
自
然
観
察

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
千
軒
の
自
然
を

知
り
尽
く
し
て
い
る
「
森
の

名
人
」
笹
島
義
廣
さ
ん
で
、

今
回
は
身
近
な
自
然
を
親
し

ん
で
も
ら
お
う
と
企
画
し
、

参
加
者
は
、
国
道
す
ぐ
近
く

の
場
所
を
散
策
し
な
が
ら
野

草
や
樹
木
、
鳥
や
動
物
を
観

察
し
、
改
め
て
自
然
豊
か
な

福
島
町
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

今
年
４
回
目
と
な
る
高
齢

者
学
級
が
、９
月
29
日
（
火
）

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
２
年
ぶ
り
に
福

島
小
学
校
と
吉
岡
小
学
校
の

児
童
と
「
栗
拾
い
体
験
」
の

異
世
代
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
達
は
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
か
ら
、
昔
な
が
ら
の

手
ほ
ど
き
を
受
け
、
笑
顔
で

会
話
し
な
が
ら
楽
し
い
一
日

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

会
員
の
親
睦
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
に
、
今
年
５
回
目

と
な
る
高
齢
者
学
級
を
10
月

13
日
（
火
）
と
14
日
（
水
）

の
２
日
間
の
日
程
で
、
洞
爺

湖
町
ま
で
研
修
視
察
に
行
っ

て
来
ま
し
た
。

　

学
級
生
は
、
洞
爺
湖
サ

ミ
ッ
ト
記
念
館
の
見
学
や
く

だ
も
の
狩
り
な
ど
を
体
験
し
、

会
員
同
士
の
親
睦
交
流
を
し

ま
し
た
。

実
用
英
会
話
講
座

◇

自
然
観
察
会

◇

第
４
回
高
齢
者
学
級

第
５
回
高
齢
者
学
級

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。
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○
フ
ッ
ト
サ
ル

　

９
月
26
日
（
土
）、
福
島

小
学
校
で
、
第
23
回
フ
ッ
ト

サ
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
大
会
は
、
渡
島
西
部

四
町
の
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
の

予
選
を
兼
ね
て
ま
す
。

　

大
会
結
果
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

○
低
学
年
男
子

優　

勝　

ブ
ル
ー
サ
ン
ダ
ー�

（
福
小
）

準
優
勝

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
６

�

（
吉
小
）

第
３
位

イ
ナ
ズ
マ
チ
ー
ム�

（
福
小
）

○
高
学
年
男
子

優　

勝　

チ
ー
ム
６
松

�

（
福
小
）

準
優
勝　

Ｒ
Ｓ
Ｋ�

（
吉
小
）

第
３
位　

福
島
Ｆ
Ｃ（
福
小
）

○
高
学
年
女
子

優　

勝　

Ｆ
‐
Ｇ
ｉ
ｒ
ｌ
ｓ

�

（
福
小
）

準
優
勝　

Ｒ
Ｓ
Ｋ�

（
吉
小
）

第
３
位　
Ｒ.

Ｙ.

Ｕ.

Ｓ.

Ｅ.

Ｉ

�

（
福
小
）

▽�

第
19
回
四
町
交
流
室
内

サ
ッ
カ
ー
大
会

・
と
き
／
11
月
28
日(

土)

・
と
こ
ろ
／
松
前
町

※�

９
月
26
日
（
土
）
の
町
内

少
年
少
女
フ
ッ
ト
サ
ル
大

会
で
勝
ち
抜
い
た
チ
ー
ム

が
福
島
町
代
表
と
し
て
出

場
し
ま
す
。

▽�

第
33
回
南
北
海
道
駅
伝
競

走
大
会

・
と
き
／
11
月
１
日(

日)

・
開
会
式
８
時
30
分

　

ス
タ
ー
ト
／
10
時

◎�

福
島
町
参
加
チ
ー
ム
へ
の

応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

☆
11
月
の
行
事
予
定

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
結
果
等

○
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

▽�

第
16
回
町
長
杯
争
奪
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
大
会

　

10
月
12
日
（
月
）

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

【
男
子
】

優　

勝　

吉
田
博
行（
福
島
）

第
２
位　

山
本
賢
一（
福
島
）

第
３
位　

住
吉
数
雄（
福
島
）

【
女
子
】

優　

勝　
花
田
真
喜
子（
福
島
）

第
２
位　

中
野
朱
美（
松
前
）

第
３
位　

北
野
吉
美（
福
島
）

○
少
年
野
球

▽
江
差
信
用
金
庫
杯

　

９
月
19
日
（
土
）

　

９
月
20
日
（
日
）

　

函
館
オ
ー
シ
ャ
ン
球
場

　

ほ
か

・
１
回
戦

　

福
島
吉
岡　

９
―
３

　

�

磨
光
ク
ラ
ブ

・
２
回
戦

　

福
島
吉
岡
０
―
７
砂
原

▽�
第
21
回
吉
岡
砕
石
杯
兼
第

６
回
福
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
杯
少
年
野
球
大
会
９

月
27
日（
日
）・
28
日（
月
）

吉
岡
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

ほ
か

・
１
回
戦

　

福
島
吉
岡
14
―
１
市
渡

・
準
決
勝

　

福
島
吉
岡
２
―
４
北
浜

▽�

第
12
回
鷹
取
杯
争
奪
少

年
野
球
大
会�

10
月
10
日

（
土
）
木
古
内
鷹
取
球
場

・
１
回
戦

　

福
島
１
―
６
上
磯
有
川

▽�

第
11
回
西
南
ジ
ュ
ニ
ア
杯

争
奪
少
年
野
球
大
会
10
月

12
日
（
月
）
知
内
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド

・
１
回
戦

　

福
島
吉
岡　

４
―
３

　

松
城
ユ
ニ
オ
ン

・
決　

勝

　

福
島
吉
岡
14
―
２

　

木
古
内
ジ
ュ
ニ
ア
ホ
ー
ク
ス

○
空
手
道

▽�

第
34
回
南
北
海
道
空
手
道

選
手
権
大
会

　

９
月
23
日
（
水
）

　

上
ノ
国
町
民
体
育
館

【
幼
児
組
手
】

優　

勝　

小
熊
徠
華

【
小
学
３
年
男
子
組
手
の
部
】

準
優
勝　

小
熊
伶
糾

【
小
学
６
年
男
子
組
手
の
部
】

準
優
勝　

阿
部
玲
二

【
小
学
低
学
年
団
体
組
手
の
部
】

準
優
勝　

福
島
町

（
福
小
６
年
阿
部
玲
二
）

※
福
島
町
関
係
分
の
み
掲
載

○
ゴ
ル
フ

▽�

渡
島
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル

　

９
月
27
日（
日
）大
沼
国
際
Ｃ
Ｃ

【
団
体
戦
】

優
勝　

福
島
町
Ａ

【
個
人
戦
】

優
勝　

奈
良
正
喜

６
位　

平
野
武
実

８
位　

石
岡
幸
秀

※
福
島
町
関
係
分
の
み
掲
載
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マ
ラ
ソ
ン
記
録
会

栗
拾
い
（
１
・
２
年
生
）

学
習
発
表
会
総
練
習

黒
米
の
収
穫
（
５
年
生
）

マ
ラ
ソ
ン
記
録
会

稲
刈
り
体
験

　

９
月
25
日
（
金
）、
爽
や
か
な

青
空
の
も
と
、
校
内
マ
ラ
ソ
ン
記

録
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に

自
分
の
目
標
を
定
め
て
、
日
々
練

習
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
ス
タ
ー
ト
し
た
全
員

が
自
分
の
持
て
る
力
を
最
後
ま
で

出
し
切
り
、
完
走
で
き
た
達
成
感

と
全
力
を
出
し
切
っ
た
満
足
感

で
、
と
て
も
い
い
表
情
を
し
て
い

ま
し
た
。

　

マ
ラ
ソ
ン
を
よ
く
人
生
や
努

力
、
生
き
方
に
た
と
え
る
人
が
い

ま
す
。　

自
分
で
決
め
た
目
標
を

持
ち
、
努
力
し
続
け
る
こ
と
は
す

ば
ら
し
い
こ
と
で
す
。
努
力
を
継

続
し
て
い
け
ば
、
い
つ
か
必
ず
実

を
結
び
ま
す
。
こ
の
マ
ラ
ソ
ン
の

経
験
を
こ
れ
か
ら
の
学
習
や
運

動
、生
活
に
生
か
し
て
ほ
し
い
と
、

願
っ
て
い
ま
す
。

　

９
月
29
日
（
火
）、
異
世
代
交

流
学
習
と
し
て
、
地
域
の
方
に
も

ご
参
加
い
た
だ
き
栗
拾
い
体
験
を

行
い
ま
し
た
。

　

広
い
敷
地
内
に
栗
が
た
く
さ
ん

落
ち
て
い
て
、
一
緒
に
参
加
い
た

だ
い
た
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
か
ら
も
栗
を
た
く
さ
ん

分
け
て
も
ら

い
ま
し
た
。

大
き
な
袋
い

っ
ぱ
い
に
拾

う
こ
と
が
で

き
て
、
み
ん

な
大
喜
び
で

し
た
。

　

10
月
14
日
（
水
）、
本
校
の
学

習
発
表
会
総
練
習
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
笑
顔
と

感
動
を
と
ど
け
よ
う
！
」
で
す
。

こ
の
テ
ー
マ
の
も
と
、
１
・
３
・

５
年
生
は
音
楽
で
、
２
・
４
・
６

年
生
は
劇
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年

の
良
さ
を
存
分
に
発
揮
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
17
日
（
土
）
の

本
番
に
向
け
、
さ
ら
に
磨
き
を
か

け
て
、
お
客
さ
ん
に
最
高
の
演
技

を
見
て
も
ら
お
う
と
意
欲
満
々
で

す
。
こ
れ
ま
で
の
練
習
の
成
果
を

十
分
に
出
し
切
り
、
最
高
の
学
習

発
表
会
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。
ま

た
、
係
活
動
な
ど
を
通
し
て
も
子

ど
も
た
ち
は
成
長
し
て
い
ま
す
。

こ
の
財
産
を
今
後
の
教
育
活
動
に

生
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

９
月
28
日
（
月
）、
春
に
植
え

た
黒
米
を
収
穫
し
ま
し
た
。
稲
を

鎌
で
刈
る
の
は
大
変
そ
う
で
し
た

が
、
自
分
た
ち
で
植
え
た
稲
は
す

べ
て
刈
り
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
体
験
を
通
し
、
食
に
対

す
る
生
産
者

の
苦
労
や
命

の
大
切
さ
を

身
を
も
っ
て

知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

10
月
１
日
（
木
）
に
校
内
マ
ラ

ソ
ン
記
録
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
と
て
も
天
気
が
良
く

マ
ラ
ソ
ン
日
和
で
し
た
。

　

子
供
た
ち
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
タ

イ
ム
の
マ
ラ
ソ
ン
で
鍛
え
た
健
脚

を
競
い
、
多
く
の
子
が
、
自
己
新

記
録
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

沿
道
に
は
、
た
く
さ
ん
の
地
域

の
方
や
保
護
者
の
方
々
に
お
集
ま

り
い
た
だ
き
、
子
供
た
ち
の
頑
張

り
に
対
し
、
ご
声
援
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

11
月
か
ら
は
、
縄
跳
び
が
始
ま

り
ま
す
。
今
後
も
体
力
の
向
上
に

向
け
て
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
タ
イ
ム
で

　

９
月
28
日
（
月
）
に
５
年
生
が

「
黒
米
」
の
稲
刈
り
体
験
を
行
い

ま
し
た
。

　

５
月
に
田
植
え
を
行
っ
た
苗
が

ず
っ
し
り
と
実
っ
た
稲
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　

地
域
の
方
に
稲
の
刈
り
方
を
教

え
て
い
た
だ
い
た
後
、
さ
っ
そ
く

稲
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

初
め
は
、
慣
れ
な
い
鎌
を
使
う

こ
と
に
ド
キ
ド
キ
し
て
い
ま
し
た

が
、
コ
ツ
を
つ
か
む
と
、
手
早
く

ど
ん
ど
ん
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

手
作
業
で
稲
刈
り
を
体
験
し

て
、
改
め
て
昔
の
人
の
大
変
さ
を

実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

運
動
習
慣
の
定
着
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。
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感
動
の
学
校
祭

想
い
出
に
残
る
学
校
祭

カ
ン
ト
リ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

体
験
入
学

～
中
学
生
が
高
校
へ
～

校
内
マ
ラ
ソ
ン
大
会

～
全
員
が
完
走
！
～

函
館
中
央
病
院
の
助
産
師
さ
ん

に
よ
る
性
教
育
講
演
会

　

９
月
27
日(
日)
、
第
51
回
福
島

中
学
校
学
校
祭
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
年
の
学
校
祭
は
「
Ｆ
ｕ
ｎ

　

Ｆ
ａ
ｎ　

Ｆ
ｕ
ｎ
～
福
島
を
笑

顔
に
～
」
を
テ
ー
マ
に
福
島
町
の

み
ん
な
が
笑
顔
に
な
れ
る
よ
う
に

と
、
随
所
に
工
夫
を
凝
ら
し
頑

張
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
か
ら
行
わ
れ
た
学
習
発
表

で
は
、
体
育
の
授
業
で
行
っ
て
い

た
「
ダ
ン
ス
」
の
披
露
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
来
て
い
た
だ
い
た
観
客

の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
こ

う
と
全
校
生
徒
が
一
丸
と
な
り
、

切
れ
の
あ
る
ダ
ン
ス
を
披
露
し
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
「
全
校

合
唱
」
で
は
全
校
生
徒
が
美
し
い

ハ
ー
モ

ニ
ー
を

奏
で
感

動
の
学

校
祭
を

締
め
く

く
っ
て

く
れ
ま

し
た
。

　

10
月
４
日
（
日
）
に
行
わ
れ
た

福
島
町
カ
ン
ト
リ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
に
て
、本
校
３
年
生
（
27
名
）

が
販
売
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
午
前
中
か
ら
た
く
さ

ん
の
来
場
者
で
賑
わ
い
、
準
備
し

て
い
た
商
品
が
次
々
と
完
売
と
な

り
、
午
後
に
は
、
ほ
と
ん
ど
の
商

品
が
売
り
切
れ
て
し
ま
う
と
い
う

状
況
で
し
た
。
そ
ん
な
中
で
生
徒

が
商
品
開
発
し
た
「
横
綱
す
る
め

～
キ
ュ
ー
ピ
ー
」
は
、
120
個
を
売

上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

お
買
い
上
げ
頂
き
ま
し
た
皆
様

の
お
陰
を
も
ち
ま
し
て
、
販
売
実

習
を
成
功

さ
せ
る
こ

と
が
出
来

ま
し
た
こ

と
に
感
謝

を
申
し
上

げ
ま
す
。

40
名
の
生
徒
が
参
加
し
、
体
験
入

学
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

校
長
先
生
・
生
徒
会
長
の
阿
部

伸
司
君
の
挨
拶
の
後
、
学
校
の
概

況
や
検
定
・
行
事
等
の
説
明
の

他
、
授
業
体
験
、
部
活
動
見
学
を

行
い
ま
し
た
。

　

授
業
体
験
で
は
３
つ
の
コ
ー
ス

か
ら
生
徒
達
が
選
択
し
参
加
し
ま

し
た
。
保
健
の
授
業
で
は
「
心
肺

蘇
生
法
を
体
験
し
よ
う
」
と
い
う

内
容
で
ダ
ミ
ー
人
形
を
使
用
し
た

実
技
を
行
い
、
商
業
科
の
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
で
は
「
Ｖ
Ｂ
Ａ
で
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験
」、
総
合
実
践

で
は「
挨
拶
練
習
と
小
切
手
作
成
」

を
行
い
ま
し
た
。

　

始
め
は
緊
張
し
た
中
学
生
達
も

次
第
に
慣
れ
て
笑
顔
も
見
え
、
意

欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

部
活
動
見
学
で
は
、
顔
見
知
り

の
先
輩
達
が
多
い
こ
と
も
あ
り
楽

し
そ
う
に
見
学
し
て
い
ま
し
た
。

　

中
学
生
の
み
な
さ
ん
、
こ
れ
か

ら
本
格
的
に
進
路
決
定
の
時
期
に

な
り
ま
す

が
来
年
の

春
、
本
校

へ
の
入
学

を
心
よ
り

お
待
ち
し

て
お
り
ま

す
。

　

10
月
８
日
（
木
）、
福
島
中
学

校
を
は
じ
め
近
隣
の
中
学
校
か
ら

　

10
月
９
日
（
金
）、
第
29
回
校

内
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
実
施
し
ま
し

た
。
今
年
は
、
岩
部
線
の
工
事
や

熊
の
出
没
情
報
等
が
あ
り
、
例
年

の
コ
ー
ス
を
変
更
し
て
の
実
施
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
当
日
は
台

風
23
号
の
影
響
で
風
が
強
く
、
小

雨
の
降
る
中
で
の
レ
ー
ス
で
し
た

が
、
参
加
し
た
生
徒
全
員
が
10
㎞

の
コ
ー
ス
を
元
気
に
完
走
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
１
位
は
、
男
子
が
３
年

生
の
吉
田
青
空
君
（
35
分
05
秒
）、

女
子
は
３
年
生
の
佐
藤
め
ぐ
み
さ

ん
（
42
分
31
秒
）
で
、
佐
藤
さ
ん

は
３
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。
団

体
で
も
３
年
生
が
３
連
覇
を
果
た

し
ま
し
た
。
走
り
終
え
た
後
、
生

徒
全
員
に
「
梨
」
が
配
ら
れ
美
味

し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　

実
施
に

あ
た
り
、

ご
支
援
・

ご
協
力
い

た
だ
き
ま

し
た
皆
様

に
感
謝
を

申
し
上
げ

ま
す
。

　

10
月
10
日(

土)

、
今
年
度
３
回

目
の
土
曜
学
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
函
館
中
央
病
院
の
助

産
師
さ
ん
２
名
を
講
師
と
し
て
お

呼
び
し
、
性
教
育
講
演
会
を
本
校

体
育
館
で
行
い
ま
し
た
。

　

講
演
は
生
徒
の
発
達
段
階
を
踏

ま
え
、
２
時
間
目
は
１
年
生
、
３

時
間
目
は
２
・
３
年
生
と
２
ク
ラ

ス
に
分
け
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

講
演
で
は
、
実
際
の
医
療
現
場

で
用
い
ら
れ
る
医
療
器
具
に
触
っ

た
り
、
医
療
機
械
を
見
た
り
、
学

校
で
は
経
験
で
き
な
い
事
を
体
験

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

生
徒
達
も
真
剣
な
眼
差
し
で
助

産
師
さ
ん
の
話
に
聞
き
入
り
、
大

変
有
意
義
な
性
教
育
講
演
会
と
な

り
ま
し
た
。
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ご意見やお問い合わせは   農林課まで　☎：47－3002 　FAX：47－4504まで

　９月２８日（月）に三岳地区の黒米ほ場で、福島小学校と吉岡小学校の５年生を対象に第３回教育
ファームを開催しました。
　今回の教育ファームは、春に自分たちで田植えを行った黒米の収穫です。
　普及センターの古川普及職員から鎌の使い方ついて説明を受けた後に、収穫作業を行いました。生
徒たちは「腰が痛いけど楽しい」と丁寧に作業を行いました。
　今回収穫した黒米は、２月頃に行われる食育教室で生徒が食べることを予定しています。

　１０月９日（金）に認定こども園福島保育所で、黒米の食育教室を開催しました。
　当日は、講師として保健福祉課の中山栄養士が白米と黒米の稲穂を使い、色の違いや栄養分の違い
などを説明してくれました。子ども達は、白米と黒米の稲穂の殻を手で剥き、中身の色の違いを確認
しました。学習を終えた後は、黒米入りカレーライスを食べ「黒米の食感がぷちぷちしておいしい」
という声もあり好評でした。
　また、当日はサプライズで「するめ～」も登場し、子どもたちは大喜びでした。

第３回教育ファーム開催！

福島保育所で黒米の食育教室が開催されました！
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　１０月２日（金）から４日までの３日間、東京・代々木公園で北海道産直フェアに参
加してきました。
　これは国内最大級の屋外型北海道物産イベントです。
　福島町は、３０種類の特産品の販売とＰＲしてきました。
　今年は、晴天にも恵まれ東京は連日３０度近い気温となりましたが、東京近郊に居住
する福島町出身者（北海道福島会）の方々が中心となり、「地元福島町をもっと盛り上
げたい。福島町の特産品をたくさんの人達に広めたい」と特産品の販売とＰＲを行いま
した。
　このような熱い気持ちは、しっかりとお客様に伝わり３日間ですべての商品を完売す
る事ができました。私もこのような熱い気持ちを常に持ち日々の活動に活かしていければと感じております。
　また、都会ではなかなか手に入らない福島町の特産品を関東圏の多くの方々に広めることができ、大変、嬉し
く思っております。

　１０月に入り急に風が冷たくなって来ました。
　季節の変わり目は体調を崩しやすい時期ですので普段からお茶（カテキン）・トマト
（リコピン）・葡萄（ポリフェノール）・ビタミンＣなどを積極的に取って、風邪の予防
にお気を付け下さい。
　収穫の秋ということで町内の畑では、そば・白米・黒米の収穫が行われ、いくつかの
農家の収穫に立ち会わせて頂きました。
　全国的に農家の高齢化・担い手不足の状況ですが、海外からの研修生を受け入れるな
どの対策で人数不足を補っている所もありますが、今回私が取り上げるのは「スマート
農業」というキーワードです。
　その意味は機械を使って農業の重労働を楽にしていこうという内容です。

具体的には、
①　ＧＰＳ機能を使ったトラクター等の自動運転
　　タイマー機能付きで、暗い時間でも指定した範囲を動いてくれます。
②　アシストスーツ
　　着けているとアシスト機能で重労働が軽減できる機械です。
　　�重い物の運搬用の「パワーアシストスーツ」や作業補助用の「アシストスーツ」が
あります。

③　自動除草ロボット
　　水田の除草を自動で行うロボットが各社で開発され、現在試験段階まで来ています。

これからは、農作業の人数不足を機械が補っていくかも知れませんね。

地域おこし協力隊
野口　和也

▲出店の様子

地域おこし協力隊
吉村　拓朗

▲アシストスーツ

▲自動除草ロボット
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　町では、大規模地震発生時に、全国瞬時警報システム（Ｊアラート）(※ ) から送られてくる
緊急地震速報を、確実に皆様へお伝えするため、津波防災の日である11月５日（木）に全国一
斉に情報伝達訓練を行います。当日実施する訓練は次のとおりです。

※�Ｊアラートとは、地震・津波や武力攻撃などの緊急情報を国から市区町村へ、人工衛星など
を通じて瞬時にお伝えするシステムです。
※緊急放送については、戸別受信機の音量を小さく設定していても、最大音量で放送されます。

～訓練日時：平成27年11月５日（木）午前10時ころ～

詳しくは、総務課総務防災係　☎47-3001

防災行政無線を用いた緊急地震速報伝達訓練の実施 !!

　情報伝達手段 内　　容

防災行政無線
試験放送　　

( 緊急地震速報 )

　防災行政無線（屋外スピーカー及び戸別受信機）から、最大
音量で次の放送内容が一斉に放送されます。

【放送内容】
　（上り４音チャイム）
　＋「こちらは、防災ふくしまです。」
　＋「只今から訓練放送を行います。」
　＋（緊急地震速報チャイム音）
　＋「緊急地震速報。大地震です。大地震です。」
　＋「これは訓練放送です。」
　＋「こちらは、防災ふくしまです。」
　＋「これで訓練放送を終わります。」
　＋（下り４音チャイム）

を３回

まず低く 頭を守り 動かない

安全確保行動の
３ステップ

緊急地震速報を見聞
きしたら、まずこの
行動を

　町発注の工事等入札結果の状況をお知らせします。詳しい資料は、役場総務課窓口で閲覧できます。
☆入札結果（9月30日～10月22日） 単位：円

工事等入札結果の公表

工 事 名 等 落札業者名 予定価格 契約金額 履行期間

浄化槽設置（その３）工事 安岡建設工業㈱ 9,212,400 8,856,000 H27.12.25

鏡山公園整備工事 中塚建設㈱ 4,492,800 4,320,000 H27.12.25

林業専用道月崎線開設工事 安岡建設工業㈱ 17,992,800 17,280,000 H27.12.25

福島デジタルテレビ中継局アナログ放送設備撤去工事 ㈱エヌエイチケイアイテック北海道支社 6,752,160 6,696,000 H27.12.25

ホームページ管理システム導入委託業務 ㈱近藤商会 4,406,400 3,024,000 H28.3.22

浄化槽設置（その４）工事 ㈱金澤建設 8,056,800 7,938,000 H27.12.25

町道平和橋１号線整備工事 ㈱石岡組 34,970,400 34,020,000 H28.3.25
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１ 日 教　第33回南北海道駅伝競走大会	 開会式8:30～

２ 月 福幼　園外保育	 森林公園

３ 火
文化の日

総　福島町表彰式	 10:00～福祉センター

４ 水

保健　献血	 10:00～11:30福祉センター　　　　　　

	 13:00～14:30役場　　　　　　　　　　

	 15:00～16:00コープさっぽろふくしま店

	 16:30～17:00吉岡支所　　　　　　　　

福幼　ちびっこ広場	 10:00～12:00福島幼稚園

５ 木

６ 金 保健　温泉健康相談	 10:30～15:30吉岡温泉

７ 土 保健　リハビリ教室	 9:00～12:00健康づくりセンター

８ 日

９ 月
保健　ふれあい教室	 10:00～11:30吉野母と子の家

	 13:30～15:00吉岡支所　　　

10 火

保健　ふれあい教室	 10:00～11:30浜中母と子の家　　

	 13:30～15:00健康づくりセンター

教　移動図書事業	 10:15～福小、14:15～吉小

保育　ゆりっこ広場	 10:00～11:30福島保育所

11 水
住　年金相談（予約制）	 10:00～15:00役場

福幼　ロバート先生と英語で遊ぼう	10:00～11:00福島幼稚園

12 木 保健　介護家族交流会	 13:30～15:00健康づくりセンター

13 金

14 土
教　福島町町民文化祭（1日目）	9:30～19:00福祉センター

福幼　幼児祝福式（七五三のお祝い）	 10:30～福島幼稚園

15 日
教　福島町町民文化祭（2日目）	9:00～17:00福祉センター

保育　第41回福島保育所遊戯会	 9:15～福祉センター

16 月
議　経済福祉常任委員会	 10:00～議会議場

　　（企業振興条例の実施状況等について）

17 火 保健　ふれあい教室	 13:30～15:00白符ふれあいセンター

18 水
保健　リハビリ教室	 10:00～11:30健康づくりセンター

保育　ALT 訪問（英語で遊ぼう）	 10:00～福島保育所

19 木

保健　乳幼児健診（ブックスタート事業）

	 13:30～14:30健康づくりセンター

保育　こぐまクラブ（4・5歳児）	 10:00～福島保育所

保育　ゆりっこ広場（運動保育）	 10:00～11:30福島保育所

20 金

議　議会運営委員会	 13:30～議会委員会室

　　（議会だよりの編集ほか）

保健　育児教室	 10:00～11:30健康づくりセンター

保育　福島保育所誕生会	 10:00～福島保育所

21 土

22 日

23 月
勤労感謝の日

福幼　収穫感謝祭	 10:00～福島幼稚園

24 火

議　議会基本条例諮問会議	 15:00～議会委員会室

　　（議会基本条例全体の検討ほか）

総　防災避難訓練	 11:00～月地２地区

住　行政相談・人権困りごと心配ごと相談

	 13:00～15:00役場

保健　ふれあい教室	 10:00～11:30あづま～る　　

	 13:30～15:00三岳母と子の家

保育　ゆりっこ広場	 10:00～11:30福島保育所

25 水
保健　健康料理教室	 10:00～12:00健康づくりセンター

　　（テーマ：貧血予防の食事）

26 木 保育　陽光園訪問	 10:00～福島保育所

27 金 教　文化財一般公開	 福祉センター

28 土

教　文化財一般公開	 福祉センター

保健　渡島西部4町合同がんタウンミーティング

	 14:00～16:00木古内町中央公民館

福幼　絵本の広場	 10:00～12:00福島幼稚園

29 日

30 月

今月の行事予定

議 議会事務局 （47）2215

総 総務課（代表）　 （47）3001

企 企画財政課 （47）3007

税 税務課 （47）4683

住 住民生活課 （47）4681

保健 保健福祉課 （47）4682

建 建設課 （47）3006

水 水産商工課 （47）3004

農 農　林　課 （47）3002

教 教育委員会 （47）3675

保育 認定こども園福島保育所（47）3440

福幼 福島幼稚園 （47）2233

福消 福島消防署 （47）2119

観 観光協会 （47）3004

お問い合わせ先　– telephone -

11 月
November
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ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器
具
を

使
用
す
る
時
期
と
な
り
、
消
防
署

で
は
例
年
ど
お
り
一
般
家
庭
防
火

査
察
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
消
防

署
員
が
立
ち
寄
り
の
際
は
ご
協
力

下
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

■
実
施
期
間

　

11
月
２
日
（
月
）
か
ら

　

12
月
４
日
（
金
）
ま
で

■
実
施
時
間

　

�

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
４
時

ま
で

■
実
施
地
区

　

松
浦
、
吉
野
、
館
崎
、
吉
岡
、

　

美
山
、
豊
浜
、
宮
歌
、
白
符

■
調
査
項
目

　

�

住
宅
用
火
災
警
報
器
、
消
火
器

の
設
置
状
況
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先

　

福
島
消
防
署
☎
47
―
２
１
１
９

　

月
崎
地
区
船
揚
場
に
設
置
し
て

い
る
水
産
加
工
場
の
海
水
取
水

ホ
ー
ス
へ
ネ
ジ
等
で
穴
を
あ
け
、

海
水
が
噴
出
し
、
水
産
加
工
場
の

操
業
に
支
障
と
な
る
イ
タ
ズ
ラ
が

あ
り
ま
し
た
。

　

小
学
校
６
年
生
、
中
学
校
３
年

生
が
対
象
の
『
全
国
学
力
・
学
習

　

保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
、

准
看
護
師
の
取
得
し
て
い
て
、
仕

事
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、「
看

護
師
等
の
人
材
確
保
の
促
進
に
関

す
る
法
律
」
の
一
部
改
正
に
基
づ

き
、
10
月
１
日
か
ら
北
海
道
ナ
ー

ス
セ
ン
タ
ー
へ
届
け
出
る
こ
と
が

努
力
義
務
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
届
け
出
の
方
法
に
つ
い

て
は
、
個
人
で
届
け
出
る
だ
け
で

な
く
、離
職
時
の
勤
務
先
（
病
院
、

介
護
施
設
等
）
が
離
職
者
の
同
意

を
得
て
代
行
し
届
け
出
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　

ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
離
職

者
の
状
況
に
合
わ
せ
た
支
援
を
行

う
こ
と
で
、
看
護
職
と
し
て
の
切

れ
目
の
な
い
キ
ャ
リ
ア
を
積
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
支
援
を
行
い
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

北
海
道
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　

札
幌
市
白
石
区
本
通
17
丁
目

　

北
３
番
24
号

　

☎
011
―
863
―
６
７
９
４

　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日

　

９
時
か
ら
17
時
ま
で

状
況
調
査
（
４
月
21
日
実
施
）』

の
結
果
が
文
部
科
学
省
か
ら
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

　

学
力
調
査
の
正
答
率
に
お
い

て
、
当
町
の
小
学
６
年
生
は
、
国

語
が
全
国
平
均
を
上
回
り
、
算
数

と
理
科
に
お
い
て
も
、
や
や
課
題

が
あ
る
も
の
の
全
国
平
均
に
肉
薄

し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

ま
た
、
中
学
３
年
生
も
国
語
や

数
学
で
全
国
平
均
を
上
回
る
分
野

も
あ
る
な
ど
、
学
校
等
の
取
組
成

果
が
徐
々
に
見
受
け
ら
れ
ま
す

が
、
全
体
的
に
は
課
題
が
あ
る
状

況
で
す
。
各
学
校
に
お
い
て
は
、

こ
れ
ら
の
結
果
を
分
野
ご
と
に
分

析
し
今
後
の
学
力
向
上
対
策
に
努

め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
生
活
習
慣
等
調
査
の
面

で
は
、
依
然
と
し
て
テ
レ
ビ
や

ゲ
ー
ム
に
費
や
す
時
間
が
多
い
こ

と
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
家
庭
で
の
時
間
の
過
ご
し
方

に
つ
い
て
、
保
護
者
の
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な

お
、
こ
の
調
査
結
果
が
、
児
童
・

生
徒
の
学
力
や
学
習
環
境
等
の
全

て
で
は
な
く
、
一
部
分
・
一
側
面

を
表
す
に
過
ぎ
な
い
こ
と
も
併
せ

て
ご
理
解
願
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　

☎
47
―
３
６
７
５

　

古
い
こ
と
わ
ざ
に
「
己
の
欲

（
ほ
っ
）せ
ざ
る
所
は　

人
に
施（
ほ

ど
こ
）
す
勿
（
な
か
）
れ
」
と
い

う
言
葉
が
あ
り
、
自
分
が
さ
れ
て

嫌
だ
と
思
う
こ
と
を
他
人
に
し
て

は
い
け
な
い
と
い
う
意
味
で
す
。

　

今
後
は
、
こ
の
よ
う
な
事
が
無

い
よ
う
、
お
互
い
に
相
手
の
立
場

に
な
っ
て
思
い
や
る
心
で
行
動
し

ま
し
ょ
う
。

平
成
27
年
度
　
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
の
結
果
に
つ
い
て

看
護
師
等
の
届
出
制
度
が

始
ま
り
ま
し
た

一
般
家
庭
防
火
査
察

イ
タ
ズ
ラ
は
や
め
ま
し
ょ
う

知 内 診 療 所 知内町字重内31番地130
℡：01392-5-3509

（受付時間 12:00～）

医師：山根　　繁

知内消防署

函館信金
知内支店

知内保育園

保健センターと

同じ建物

☆知内診療所

保健センター

（ )

至 福島 至 木古内
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平
成
28
年
度
陸
上
自
衛
隊
高
等

工
科
学
校
生
徒
の
採
用
試
験
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

■
応
募
資
格

　

�

平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
、
15

歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子
（
中

学
校
卒
業
者
又
は
中
等
教
育
学

校
の
前
期
課
程
修
了
者
）

■
身
分

　

特
別
職
国
家
公
務
員
「
生
徒
」

　

※�

自
衛
官
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

３
学
年
終
了
時
、
陸
曹
候
補

者
た
る
自
衛
官
（
士
長
）
に

任
官

■
手
当

　

�

生
徒
手
当　

９
６
，
０
０
０
円

（
月
額
）

　

�

期
末
手
当　

年
２
回
（
６
月
、

12
月
）

■
休
日
・
休
暇

　

�

週
休
２
日
制
、
祝
日
、
年
末
年

始
休
暇
等

■
教
育
内
容

　

�

一
般
教
育
・
専
門
教
育
・
防
衛

基
礎
学
・
そ
の
他

■
受
付
期
間

　

平
成
27
年
11
月
１
日
（
日
）
～

　

平
成
28
年
１
月
８
日
（
金
）

■
１
次
試
験
日

　

平
成
28
年
１
月
23
日
（
土
）

　

虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子

ど
も
を
見
つ
け
た
と
き
や
ご
自
身

が
出
産
や
子
育
て
に
悩
ん
だ
と
き

に
は
児
童
相
談
所
や
町
の
窓
口
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

次
の
よ
う
な
こ
と
に
気
づ
い
た

ら
虐
待
行
為
の
疑
い
が
あ
り
ま
す

の
で
、
通
告
す
る
こ
と
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

・�

近
所
か
ら
叩
く
音
や
叫
び
声
が

聞
こ
え
る

・�

不
自
然
な
傷
が
多
い
子
ど
も
が

い
る

・�

衣
服
や
体
が
い
つ
も
極
端
に
汚

れ
て
い
る
子
ど
も
が
い
る

・�

小
さ
な
子
ど
も
を
置
い
て
頻
繁

に
外
出
し
て
い
る�

な
ど

　

連
絡
者
や
連
絡
内
容
に
関
す
る

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
匿
名
で
連

絡
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。　

■
問
い
合
わ
せ
先

　

�

詳
し
く
は
、
自
衛
隊
函
館
地
方

協
力
本
部
松
前
地
域
事
務
所
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

☎
０
１
３
９
―
42
―
３
７
７
４

　

メ
ー
ル
で
の
資
料
請
求
は
、

　

�recruit1-hakodate@
pco.

m
od.go.jp

自
衛
官
の
募
集
に
つ
い
て

児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で

解
決
す
べ
き
問
題
で
す
　

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

児
童
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る

子
ど
も
を
見
つ
け
た
と
き
は
、
勇

気
を
出
し
て
児
童
相
談
所
、役
場
、

民
生
委
員
等
に
早
め
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

■
相
談
・
連
絡
先

・�

児
童
相
談
所
全
国
共
通
３
桁
ダ

イ
ヤ
ル
（
函
館
児
童
相
談
所
に

つ
な
が
り
ま
す
。）

　

☎
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）

・�

住
民
生
活
課
住
民
生
活
係

　

☎
47
―
４
６
８
１

　

道
南
ス
ギ
利
用
施
設
（
木
古
内

町
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
・
北
海
道

新
幹
線
木
古
内
駅
舎
）
見
学
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時

　

11
月
14
日
（
土
）

　

13
時
15
分
～
15
時
30
分

■
場
所

　

�

木
古
内
町
中
央
公
民
館
（
木
古

内
町
字
木
古
内
179
―
１
）

■
参
加
料

　

無
料

■
定
員

　

�

参
加
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選
の
う
え
、
11
月
11
日
（
水
）

ま
で
に
別
途
連
絡
し
ま
す
。

■
申
込
期
限

　

11
月
６
日
（
金
）
ま
で

■
そ
の
他

　

�

抽
選
に
よ
り
道
南
ス
ギ
を
使
用

し
た
木
製
品
等
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
�

木
古
内
町
産
業
経
済
課
農
林
グ

ル
ー
プ

　

☎
０
１
３
９
２
―
２
―
３
１
３
１

　

国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
能

力
開
発
校
で
は
、
求
職
中
の
障
が

い
者
の
平
成
28
年
度
入
校
生
（
訓

練
期
間
１
年
又
は
２
年
）
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

■
願
書
受
付
期
間

　

11
月
1
日
（
日
）
か
ら

　

11
月
20
日
（
金
）
ま
で

　

�

詳
し
く
は
、
当
校
又
は
最
寄
り

の
公
共
職
業
安
定
所
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

砂
川
市
焼
山
60
番
地

　

☎
０
１
２
５
―
52
―
２
７
７
４

国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力

開
発
校
入
校
生
募
集

道
南
ス
ギ
利
用
促
進
交
流
会
の

開
催
に
つ
い
て
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勤務先 神奈川＝相模原・大和・厚木・川崎・横浜・伊勢原
グループ 埼 玉＝春日部・浦和・岩槻・西埼玉
会社含む 千 葉＝柏・千葉北・野田・白井空き部屋状況により随時ご案内

当社は首都圏に２６箇所の営業所を展開している建設会社です。

 人材不足のため首都圏で働ける方を大募集しております。   建設業の経験者・未経験者問わずお気軽にご連絡ください。お待ちしております

募集職種 一般土木工、型枠大工、鉄筋工、重機ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ、多能工など

作業内容 ﾏﾝｼｮﾝ外構工事、根切工事、道路工事、鉄道工事、重機土工事等

給与関係 日給１１，５００円～１３，５００円　技能手当、運転手当あり

全寮個室（ｴｱｺﾝ･TV・寝具・冷蔵庫）：寮費免除　三食：朝晩＝食堂・昼＝弁当

出稼ぎ作業員大募集！！（一般土木）

技術者（社員）も同時募集！管理社員も不足しています

社 名：株式会社　林間　函館募集センター
所 在：北海道函館市新川町２７－８
本 社：神奈川県大和市南林間８－１４－２３
　 　　 ：０１２０－７８０－８６６（佐々木まで）

出稼ぎ作業員大募集！！（一般土木）

　町では、平成24年度から次のとおり①出産祝金、②家の新築・購入、③水産業・農
林業の担い手の制度を制定し、奨励金等の交付をしております。
　各制度を利用される方は、随時受け付けしておりますので、ご遠慮なく下記の問い
合わせ先にご相談ください。
　�※各制度には、一定の基準があります。ご利用前に必ずご確認ください。

①　出産祝金交付事業……………�町内に居住し、住民登録を行っている方で、お子さんが生まれた方へ奨励金
を交付します。

　　　　　　　　　　　　　　　【問い合わせ先：企画財政課�定住対策係　☎47-3007�】
②　定住促進住宅等奨励事業……�町内に居住し、住民登録を行っている方で、住宅の新築・中古住宅を購入し

た方へ奨励金を交付します。※建替えやリフォームは対象となりません。
　　　　　　　　　　　　　　　【問い合わせ先：企画財政課�定住対策係　☎47-3007�】
③　水産業担い手支援事業………�町内に居住し、住民登録を行っている方で、新たに漁業への就労を希望する

方へ奨励金等を交付します。※概ね45歳以下の方
　　　　　　　　　　　　　　　【問い合わせ先：水産商工課�水産係　☎47-3004】
④　農林業担い手養成事業………�町内に居住し、住民登録を行っている方で、新たに農林業への就労を希望す

る方へ奨励金等を交付します。※概ね45歳以下の方
　　　　　　　　　　　　　　　【問い合わせ先：農林課農林係　☎47-3002】

　両記念館の今年の営業が１１月１５日までとなり
ます。１１月１６日から３月１６日までは冬季休館
となりますのでお知らせします。
　なお、青函トンネル記念館において１１月１２日
（木）・１３日（金）・１４日（土）の３日間、物販コー
ナーの全商品を１割引きで販売します。
ソフトアイスは２５０円→２２０円で販売します。

　函館市近郊在住者で、ふるさと・福島町の発展と
福島町に縁のある方々との親睦、交流を図ることを
目的として設立された「はこだて福島会」の平成
２７年度総会が下記のとおり開催されます。
　多数の参加と新規会員の募集をしておりますので
参加希望の方はご連絡ください。

　■日　　時　１１月２１日（土）
　　　　　　　午後６時　　　　～　総会
　　　　　　　午後６時３０分　～　懇親会
　■場　　所　ホテル法華クラブ函館
　　　　　　　（函館市本町２７－１）
　■参�加�費　年会費1,000円、懇親会費5,000円
　■参加締切　１１月６日（金）まで
　■問い合わせ先
　　はこだて福島会　幹事長　藤澤　義博
　　　　　　　　　　☎　090-8371-1313

ご存知ですか？ 福島町の制度を有効利用してください

横綱記念館＆青函トンネル記念館
冬季休館のお知らせ

はこだて福島会総会が開催されます
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【事業内容】　電気の事なら何でも相談してください

内線工事（設計・施工）住宅からビルまでの電気工事

外線工事（設計・施工）電柱建てから電線の張替等

本　社 住所 ： 檜山郡厚沢部町字富栄611-4 消防施設工事 保守点検・設計施工　火災報知器の取付等

URL ： http://www.hiyama-denki.co.jp
　　雇用保険・労災保険・健康保険

　　昇給有り・賞与年２回・他手当有り

E-mail ： hiyama02@beach.ocn.ne.jp 　本社又は営業所に気軽に電話ください
北海道グリ-ン・ビズ認定、北海道と家庭教育サポート企業協定締結

 特定建設業 豊かな技術と確かな信頼工事

　　　みんな未経験から始めているよ。

株式会社桧山電気工業 電気工事

　 　　　電話 ： ０１３９－６４－３３３１
正正社社員員募募集集中中

営業所住所 ： 松前郡福島町字福島524
　　厚生年金・退職金共済・災害保険

          電話 ： ０１３９－４４７７－－３３６６２２２２

みんなまってるよ～

　福島町では、重度心身障がい者等のタクシー料金の一部を助成しており、
３月に該当となる方に対しては個別通知していて、申請による手続きをされ
た上で、ご利用していただいております。
　まだ、手続きされていない方は、役場保健福祉課で手続きされるようご案
内いたします。

●利用できるのは？
　函館ハイヤー事業協同組合に所属する小型タク
シー、福祉タクシー並びに福島町の山崎ハイヤー
　【函館バスは、利用できません】
●助成額・交付枚数
　タクシー利用１回にあたり、手帳提示による１割引
きを受けた額（年間３６枚）。ただし、年度途中で
受給者となった場合は時期の区分によって交付とな
ります。

●対象となる方
　町内に住所を有する重度心身障がい者等の方

●対象となる条件
・身体障害者手帳保持者で下肢、体幹障害１～３
級の方・身体障害者手帳保持者で視覚障害１～
２級の方

・身体障害者手帳保持者で内部障害１級の方
・療育手帳Ａ所持者
●申請に必要なもの
　印鑑、証明するもの（障害者手帳等）
※代理申請も可能です。

問い合わせ先 保健福祉課福祉係　☎47-4682

福島町重度心身障がい者等タクシー料金の助成について

前列　左から　①ふじやま�あいらちゃん　②いしかわ�そうくん　③いしかわ�ほのちゃん　④みずさわ�ゆらちゃん　⑤たかもり�はるとくん
　　　　　　　⑥よしざわ�すずねちゃん　
後列　左から　⑦のさか�かのんちゃん　⑧たかはし�こうきくん　⑨かわさき�あおいちゃん　⑩よしざわ�まゆきちゃん　⑪にいやま�ひなたちゃん

ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

11
月
は
、
福
島
幼
稚
園
の
作
品
で
す

『
お
母
さ
ん
と
楽
し
く
プ
ル
ー
ン
狩
り
』

11
人
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
共
同
制
作
し
ま
し
た
。
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○
優
良
運
転
者
講
習（
30
分
講
習
）

　

11
月
19
日�

（
木
）�

午
後
６
時

福
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
松
前
町
の
講
習

　

11
月
26
日�

（
木
）�

松
前
町
町
民
総
合
セ
ン
タ
ー

●
違
反
講
習　

午
前
10
時

●
優
良
講
習　

午
後
１
時

●
一
般
講
習　

午
後
１
時
45
分

●
初
回
講
習　

午
後
３
時

☆
運
転
免
許
更
新
手
数
料

２
，
５
０
０
円

☆
更
新
時
講
習
手
数
料

○
優
良
運
転
者�

５
０
０
円

○
一
般
運
転
者�

８
０
０
円

○
初
回･

違
反
者�

１
，
３
５
０
円

○
高
齢
者

　

70
歳
～
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歳�

５
，
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円

　

75
歳
以
上�

５
，
２
０
０
円

　

小
型
特
殊
の
み�

２
，
２
５
０
円

☆
お
た
ん
じ
ょ
う
お
め
で
と
う

９
月
25
日
～
10
月
22
日
届
出
分

☆
お
く
や
み
も
う
し
あ
げ
ま
す

�

亡
く
な
っ
た
方��

年
齢�

地
区
名

長
谷
川
勝
雄
さ
ん（
86
歳
）三
岳
１

鳴
海　

洋
子
さ
ん（
65
歳
）塩　

釜

天
野　
　

進
さ
ん（
76
歳
）福
島
３

櫻
谷　

幸
雄
さ
ん（
71
歳
）福
島
２

小
原
庄
太
郎
さ
ん（
94
歳
）館
崎
３

花
田　

ユ
リ
さ
ん（
89
歳
）福
島
４

新
山　
　

昇
さ
ん（
99
歳
）吉
野
２

　

更
新
時
講
習
を
受
講
す
る
場

合
は
、�

事
前
に
松
前
警
察
署
で

更
新
手
続
き
を
行
う
こ
と
が
必

要
で
す
の
で
、�

ご
注
意
願
い
ま

す
。�

　

詳
細
は
、�

松
前
警
察
署
交
通

係�
（
☎
42
―
３
１
１
０
）�

ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

日曜当番医 人口と世帯
 （H27. ９月末現在） 

前月比

11月１日（木古内国保病院）
　　８日（松前町立病院）
　　15日　小笠原クリニック
　　22日（木古内国保病院）
　　29日��深浦医院

人　口 ４, ５６１ 人 －３ 人

男 ２, １３４ 人 －４ 人

女 ２, ４２７ 人 ＋１ 人

※診療時間は、�午前９時から
　午後３時までです。�　　 世帯数 ２, ２５２ 世帯 －６ 世帯

第708号

平成27年11月１日発行

ふるさと応援基金
　平成27年10月23日現在までの寄付金が下記の
とおりとなりました。ありがとうございました。

福島町ふるさと応援基金事業を募集しています！
詳しい内容は、�町ホームページで！

担当：企画財政課政策推進係��☎47-3007

期　間 件　数 寄　付　金

H18.4～ H27.3 394件 22,521,222円

H27.4～10 166件 1,045,000円

小　計　① 560件 23,566,222円

使ったお金② 6件 1,394,000円

①－② 22,172,222円

わが家のアイドルで～す

三
影
　
蒼そ

う

太た 

ち
ゃ
ん

平
成
26
年
１
月
24
日
生
ま
れ

父　

三
影　

正
人
さ
ん
（
吉
岡
１
）

わが家のアイドル募集中 !
このコーナーに登場してくれるお子さんを募集しています！掲載を希望
される方は、企画財政課広報広聴係（☎47－3007）までご連絡ください。

ス ピ ー ド ダ ウ ン キ ャ ン ペ ー ン 実 施 中 ！

うちのあばれんぼう将軍♪
アイスが大好きです。

おうちの方より一言

お�

名�

前

地
区
名

保
護
者

西
山　

す
ず
ち
ゃ
ん

福
島
３

雄
平
さ
ん

北
村　

明め
い

彩さ
ち
ゃ
ん

白
符
２

祐
基
さ
ん

松
原　
　

楓か
え
で

ち
ゃ
ん

月
崎
１

史
尚
さ
ん

（9：00～15：00）

〈11　月〉
１日 平野石油

※南北海道駅伝競走大会の
開催に合わせ、営業を行
います。詳しくは、上記
のガソリンスタンドにお
問い合わせください。

〔　〕24

―広報ふくしま　11月号―


